
令和４年度第４回看護研究倫理委員会議事要旨 

 

日 時  令和４年７月１５日（金） １６時３０分～１８時３０分 

場 所  WEB会議（Microsoft Teams） 

出席者  ■橋本委員長 ■伊藤委員 ■古賀委員 ■竹下委員 ■大矢委員 

□藤谷委員  ■飯塚委員 ■三宅委員 ■原委員 ■小中委員 

     （■が出席，□が欠席を表す） 

委員以外の出席者 申請者（松村院生，木村学内講師，坂根学内講師，谷口院

生、津本教授） 

 ○ 本委員会は，本学医学部看護研究倫理委員会規則第５条の規定に基づく

５名以上の出席を得て成立した。 

○ 令和４年度第３回看護研究倫理委員会議事要旨を了承した。 

   

議事 

１．申請者の職名について 

 看護研究倫理審査の申請の際に、学内限定の呼称である「学内講師」を職名

として使用してよいか審議した。 

異議なく承認され、今回の委員会以後、職名を「学内講師」として申請して

もよいこととなった。 

２．看護研究申請書の審査について 

（１）課題名：排尿機能障害患者における看護師が行う汎用超音波装置による

残尿測定技術の検討・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

   橋本委員長から，資料１のとおり松村院生より申請があったので審議願

いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の松村院生から研究の概要等についての説明及び各委員か

ら質疑等があった。 

引き続いて審議の結果，委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし，本件申請について承認することとした。 

（２）課題名：アイトラッキング法を用いた新しい食行動評価による肥満小児

への保健指導の科学的根拠・・・・・・・・・・・・・資料２ 

   橋本委員長から，資料２のとおり木村学内講師より申請があったので審

議願いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の木村学内講師から研究の概要等についての説明及び各委

員から質疑等があった。 

引き続いて審議の結果，委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし，本件申請について承認することとした。 

（３）課題名：A看護系大学生が臨地実習で経験する服薬支援に関する看護実践



状況とその認識・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

   橋本委員長から，資料３のとおり坂根学内講師より申請があったので審

議願いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の坂根学内講師から研究の概要等についての説明及び各委

員から質疑等があった。 

引き続いて審議の結果，委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし，本件申請について承認することとした。 

（４）課題名：農業従事者を対象としたコロナ禍のストレスと健康生成力に関

する疫学研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

   橋本委員長から，資料４のとおり谷口院生より申請があったので審議願

いたい旨の説明があった。 

続いて申請者の谷口院生から研究の概要等についての説明及び各委員か

ら質疑等があった。 

引き続いて審議の結果，委員会で指摘のあった事項について修正するこ

ととし，本件申請について承認することとした。 

 

３．報告事項 

 ○審査結果について 

   １）申請者：医学系研究科看護学専攻 院生 竹塚 麻以 

課題名：小学生の保護者が考える包括的性教育における家庭と学校

の分担の連携 

審査結果：承認（令和４年６月２０日付け） 

   ２）申請者：医学部看護学科 学生 金山 花奈 

     課題名：課題名：大学生における新型コロナウイルスワクチンに対

する意識調査 

     審査結果：承認（令和４年６月２０日付け） 

   ３）申請者：基礎看護学講座 教授 古賀 美紀 

     課題名：COVID-19パンデミック下の臨地実習及び学内演習における

学習成果ならびに看護技術習得の実態 

     審査結果：承認（令和４年６月２０日付け） 


